
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木てつや通信

公明党鎌ケ谷市議会議員 希望を届け、安心を実現！ 

 

令和４年８月 発行 

４月２６日に決定された、コロナ禍における「原油価 

格・物価高騰など総合緊急対策」において、公明党の強 

い要請に対して、新型コロナウイルス感染症対応地方創 

生臨時交付金を拡充し、「コロナ禍における原油価格・ 

物価高騰対応分」が創設されました。これにより、地方 

自治体が実施する、生活に困窮する方々の生活支援や、 

学校給食費等の負担軽減など子育て世帯の支援、また農 

林水産業者や運輸・交通分野をはじめとする中小企業者 

等の支援といった取り組みをしっかりと後押しすること 

が、総合緊急対策に明記されました。 

これを受けて、鎌ケ谷市議会公明党は、令和４年５月２５日付けで芝田市長に対し、「地方創生臨時

交付金の活用に関する要望書」を提出しました。 

 

 

 

２０２２ 

夏号 

鎌ケ谷市議会議員の鈴木てつやです。 

常日頃より皆様のご支援、誠にありがとうございます。 

 この夏は、日本列島の広い範囲で記録的な猛暑が続き、地域によっては大雨に見舞われる中、献身的

に公明党をご支援くださった皆様に心から厚く感謝と御礼を申し上げます。本年は「大衆とともに」の

立党精神が示されてから６０周年の節目に当たります。公明党はこの原点を改めて深く胸に刻み、市

民の皆様の命と生活を守る施策を推進してまいります。今後とも一層のご支援とご協力を心からお願

い申し上げます。 

新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金について 

 

芝田市長に「地方創生臨時交付金の活用に関する要望書」を

提出する鎌ケ谷市議会公明党 （鎌ケ谷市役所にて） 

 

～ 地方創生臨時交付金を活用した鎌ケ谷市の主な事業 ～ 

    保育所、小中学校、放課後児童クラブ、介護サービス施設、障がい者支援施設等におけるＰＣＲ検

査の実施 

   トイレの自動水栓や市役所窓口へのセルフレジ導入など、公共施設の非接触設備の充実 

   子ども医療費助成の拡充（高３まで）、出産給付金の支給（１人５万円）、臨時特別給付金の対象と

ならなかった子育て世帯への給付（１人１０万円）、学校給食費の負担軽減など、子育て支援の充実 

   かまたん商品券事業（昨年度に続き、今年度も実施。プレミアム率２５％） 

  申請期間 7 月 15 日（金）～8月 5日（金） 

 

 

※芝田市長に提出した要望書の詳細は、右のQRコードからご覧になることができます。 



 

 

 

                           

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見、ご要望をお寄せください 

TEL：090-8872-3413  

Mail：s.tetsuya.1013@gmail.com 

自身の活動をSNSで発信しています     

 

 

 

令和４年６月会議 鈴木てつやの一般質問（要旨） 

 

1，コミュニティバス「ききょう号」について 

問 東中沢地区の一部で生じている交通空白地帯には、買い物に出かけられずに困っている高齢者の

方が多数存在する事から「近くにバスを通してほしい」との切実な声が寄せられています。そこで具

体的な要望を申し上げますと、東中沢自治会館付近から通称こひなた交差点を南下し自然聖園まで

続く生活道路にコミュニティバスを通してほしい。これが皆様からの要望でありますが、本市の見解

を伺います。 

答 コミュニティバスは、バスの安全な運行や公共施設間を 

結ぶ目的を踏まえ、運行ルートは幹線道路を走行すること 

となっているため、東中沢地区のご要望のような生活道路 

をバスルートとすることは非常に難しい状況でございます 

が、今後の運行ルートにあたっては可能な限り交通空白地 

帯の解消が望ましいことから、市民要望などをはじめ、今 

後予定しているコミュニティバス検討委員会でご意見を伺 

いながら、検討してまいりたいと考えております。 

2，男性個室トイレへのサニタリーボックスの設置について 

問 前立腺の肥大及び前立腺がんや膀胱がんを患う方々が安心して治療に専念できる環境を整えるた

め、男性個室トイレにもサニタリーボックスを設置すべきと考えますが、市の見解を伺います。 

答 疾病や加齢などの要因により、使用した尿漏れパッドなどを捨てる場所が無いことで、施設を利用

しにくいということだけでなく、放置やトイレに流されて詰まってしまう可能性など、トイレの衛生

環境を保持する観点からも、対応が必要と考えています。  

問 今後の対応を伺います。 

答 今後の具体的な対応につきましては、利 

用者の多い市庁舎の１階や総合福祉保健セ 

ンターの１階と２階の男性用トイレの個室 

に、ボックスを設置する理由を貼り紙など 

でお知らせした上で設置し、どの程度の大 

きさのボックスが必要かを見極め、可能な 

限り各施設において利用しやすい環境を整 

備してまいりたいと考えております。 

写真は、鎌ケ谷市ホームページから引用 

※鎌ケ谷市議会ホームページ（右のQRコード）から一般質問の模様をご覧に
なることができます。Wi-Fi 環境での視聴を推奨します。 

 

※７月１５日にサニタリーボックスの設置が完了しました（写真は市庁舎1階の男性トイレ） 

mailto:s.tetsuya.1013@gmail.com

